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大坪併治（一九七六）「漢書楊雄伝天暦点解読文」（『岡山大学法文学部紀要』三六）

大坪併治（一八八九）『擬聲語の研究』（明治書院）→『大坪併治著作集12』

（風間書房、二〇〇六）

大野晋（一九五三）『上代仮名遣の研究 日本書紀の假名を中心として』（岩波書店）

大橋純一（二〇〇二）『東北方言音声の研究』（おうふう）

大矢透（一九〇九）『仮名遣及仮名字体沿革史料 全』（勉誠社版一九六九による）

岡島昭浩（一九九〇）「唐音語存疑」（『文献探求』二五）

岡島昭浩（二〇〇一）「半濁音名義考」（『筑紫語学論叢 奥村三雄博士追悼記念論文集』

風間書房）

岡田希雄（一九四一）「日本梵語辞書史概説―心覚より江戸期まで―」（『立命館大学法文

学部文学科創設記念論文集』）

岡田希雄（一九四二）「行智の梵語辞書『両面錦』」（『龍谷学報』三三二）

奥村三雄（一九五五）「撥音ンの性格―表記と音価の問題―」（『国語学』二三）

奥村三雄（一九八八）「Ⅴ３ 日本語の音韻」（金田一春彦・林大・柴田武編集責任

『日本語百科大事典』大修館書店）
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小倉進平（一九一〇）「『ライマン』氏の連濁論」（『國學院雑誌』一六ノ七・八）

→小倉進平（一九二〇）

小倉進平（一九二〇）『国語及朝鮮語のため』（ウツボヤ書店）

小倉肇（一九九五）『日本呉音の研究』（新典社）

小倉肇（二〇一一）『日本語音韻史論考』（和泉書院）

小倉肇（二〇一四）『続日本呉音の研究』（和泉書院）

柏谷嘉弘（一九六五）「図書寮本文鏡秘府論字音点」（『訓点語と訓点資料』三〇）

春日和男（一九六〇）「続三宝絵詞東大寺切管見―字音語の表記について―」（『国語国文』

二九ノ一）→春日和男（一九七五）

春日和男（一九七五）『説話の語文―古代説話文の研究』（桜楓社）

春日政治（一九三四）「高野山にて観たる古点本一二」（『文学研究』七）

→春日政治（一九五六）

春日政治（一九三八）「聖語蔵本央掘魔羅経の字音点」（『文学研究』二三）

→春日政治（一九五六）

春日政治（一九四〇）「聖語蔵本唐写阿毘達磨雑集論の古点について」（安藤教授還暦記

念会編『安藤教授還暦祝賀記念論文集』三省堂）→春日政治（一九五六）

春日政治（一九四二）『西大寺本金光明最勝王経古点の国語学的研究』（岩波書店）

→春日政治著作集別巻（勉誠社、一九八五）

春日政治（一九五六）『古訓点の研究』（風間書房）→春日政治著作集第六巻

（勉誠社、一九八四）

金沢庄三郎（一九三三）『濯足庵蔵書六十一種』（還暦祝賀会）

金沢庄三郎（一九四八）『亜細亜研究に関する文献―濯足庵蔵書七十七種―』（創元社）

金田弘（一九七六）『洞門抄物と国語研究』（桜楓社）

金山正好（一九八一）『梵字悉曇』（田久保周誉氏著の補筆部分、平河出版社）

亀井孝（一九四七）「八咫烏はなんと鳴いたか」（『ぬはり』二一ノ一～四）

→亀井（一九八四）

亀井孝（一九五〇）「蜆縮凉鼓集を中心にみた四つがな」（『国語学』四）

→亀井（一九八四）

亀井孝（一九五四）「『ツル』と『イト』―日本語の系統の問題を考へる上の参考として

―」（『国語学』一六）→亀井（一九七三）

亀井孝（一九五六）「ガ行のかな」（『国語と国文学』三三ノ九）→亀井（一九八四）

亀井孝（一九五八）「中世における文体の崩壊の問題」（『文学』二六ノ一二）

→亀井（一九八六）

亀井孝（一九五九）「春鶯囀」（『国語学』三九）→亀井（一九八四）

亀井孝（一九六〇）「在唐記の「本郷波字音」に関する解釈」（『国語学』四〇）

→亀井（一九八四）

亀井孝（一九六五）「かなはなぜ濁音専用の字体をもたなかったか―をめぐってかたる」

（『一橋大学 人文科学研究』一二）→亀井（一九八六）

亀井孝（一九六九）「口語の慣用の徴証につきその発掘と評価」（『国語学』七六）

→亀井（一九八六）
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亀井孝（一九七二）「分科討論会 漢字音と国語音―中世を中心に―」における発言の記録

（『国語学』九〇）

亀井孝（一九七三）『日本語系統論のみち（亀井孝論文集２）』（吉川弘文館）

亀井孝（一九八四）『日本語のすがたとこころ（一）音韻（亀井孝論文集３）』

（吉川弘文館）

亀井孝（一九八六）『言語文化くさぐさ―日本語の歴史の諸断面―（亀井孝論文集５）』

（吉川弘文館）

亀崎公一朗（二〇〇九）「『東大国語研究室所蔵 白氏文集巻四 影写本』の研究」（二〇〇

八年度東京大学卒業論文）

苅安誠（二〇〇一）『音声障害』（建帛社、言語聴覚療法シリーズ 14）
川上蓁（一九八〇）「アプからオーまで」（『國學院雑誌』八一ノ七）

川上蓁（一九九〇）「昔の清音、濁音」（『国語研究』五三）

川本栄一郎（一九七二）「幕末の『獄中記』に見られるズーズー弁とガ行鼻濁音」

（『国語学』九一）

川本栄一郎（一九九〇）「幕末『獄中記』に見られるガ行鼻濁音表記とその系譜」

（『国語論究２ 文字・音韻の研究』明治書院）

木田章義（一九七八）「濁音史摘要」（『論集日本文学・日本語１上代』角川書店）

木田章義（一九八八）「日本語の音節構造の歴史―「和語」と「漢語」―」

（『漢語史の諸問題』京都大学人文科学研究所）

木田章義（一九八九）「Ｐ音続考」（『奥村三雄教授退官記念国語学論叢』桜楓社）

北沢一郎（一九四七）「ミュのつくコトバ」（『季刊国語』二）（金田一春彦の筆名）

清瀬義三郎則府（一九八五）「平安朝波行子音ｐ音論」（『音声の研究』二一）

→清瀬（一九九一）

清瀬義三郎則府（一九九一）『日本語学とアルタイ語学』（明治書院）

金東昭（二〇〇三）『韓国語変遷史』（栗田英二訳、明石書店）

金水敏（二〇〇三）『ヴァーチャル日本語 役割語の謎』（岩波書店）

金田一京助（一九三五）『増補 国語音韻論』（刀江書院）

金田一春彦（一九五〇）「『五億』と『業苦』―『引き音節』の提唱―」

（『国語と国文学』二七ノ一）

金田一春彦（一九五三）「国語アクセント史の研究が何の役に立つか」

（『金田一博士古稀記念言語民俗論叢』三省堂）→金田一春彦（二〇〇一）

金田一春彦（一九五五）「古代アクセントから近代アクセントへ」（『国語学』二二）

→金田一春彦（二〇〇一）

金田一春彦（二〇〇一）『日本語音韻音調史の研究』（吉川弘文館）

金田一春彦→北沢一郎

国広哲弥（一九六二）「国語長母音の音韻論的解釈」（『国語学』五〇）

黒田成幸（一九六七）「促音及び撥音について」（『言語研究』五〇）→黒田（二〇〇五）

黒田成幸（二〇〇五）『日本語からみた生成文法』（岩波書店）

呉英玉（二〇〇九）「日本漢音の直音表記について―三等韻Ｃ類の問題―」

（『国語国文』七八ノ一〇）
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河野六郎（一九三九）「朝鮮漢字音の一特質」（『言語研究』三）→河野（一九七九）

河野六郎（一九五四）「唐代長安音に於ける微母について」（『東京教育大学中国文化研究

会会報』四ノ一）→河野（一九七九）

河野六郎（一九六八）『朝鮮漢字音の研究』（天理時報社）→河野（一九七九）

河野六郎（一九七九）『河野六郎著作集２』（平凡社）

国立国語研究所（一九九〇）『日本語の母音、子音、音節 調音運動の実験音声学的研究』

（秀英出版、国立国語研究所報告一〇〇）

小林芳規（一九五八）「西大寺本不空羂索神呪経寛徳点の研究―釈文と索引―」

（『国語学』三三）

小林芳規（一九六一）「平安時代の平仮名文の表記様式―語の漢字表記を主として―Ⅰ・

Ⅱ」（『国語学』四四・四五）

小林芳規（一九六三）「訓点における拗音表記の沿革」（『王朝文学』九）→『論集日本語

研究 中世語』（有精堂出版、一九八〇）

小林芳規（一九七一）「中世片仮名文の国語史的研究」（『広島大学文学部紀要』特集号三）

小林芳規（一九七二）「国語史料としての高山寺本古往来」（高山寺典籍文書綜合調査団

編『高山寺本古往来・表白』東京大学出版会、高山寺資料叢書第二冊）

小林芳規（一九七六）「石山寺蔵沙弥十戒威儀経平安中期角筆点」

（『広島大学文学部紀要』三五ノ一）

小林芳規（一九八四）「石山寺蔵仏説太子須陀拏経平安中期点の訓読語について」

（『訓点語と訓点資料』七一・七二合併）

小林芳規（一九八七）『角筆文献の国語学的研究 研究篇』（汲古書院）

小林芳規（二〇一二）『平安時代の仏書に基づく漢文訓読史の研究 Ⅳ 中期訓読語体系』

（汲古書院）

小松英雄（一九七一）『日本声調史論考』（風間書房）

小松英雄（一九七七）「アクセントの変遷」（『岩波講座 日本語 ５音韻』岩波書店）

小松英雄（一九八一）「日本語の音韻」（中央公論社『日本語の世界』第７巻）

小松寿雄（一九八五）『江戸時代の国語 江戸語』（東京堂出版、国語学叢書７）

斎藤純男（一九九七）『日本語音声学入門』（三省堂）

坂井健一編（二〇〇二）『宋本廣韻全譯 第５分冊（果攝・假攝）』（汲古書院）

酒井憲二（一九六五）「類聚名義抄の字順と配列」（山田忠雄編『本邦辞書史論叢』

三省堂）

坂梨隆三（一九七六）「三馬の白圏について」（『岡山大学法文学部学術紀要』三六）

→坂梨（二〇〇四）

坂梨隆三（二〇〇四）『近世の語彙表記』（武蔵野書院）

迫野虔徳（一九八七）「中世的撥音」（『国語国文』五六ノ七）→迫野（一九九八）

迫野虔徳（一九九七）「北野目代日記の『ん』『ツ』の仮名」（『国語国文学研究』三二）

→迫野（一九九八）

迫野虔徳（一九九八）『文献方言史研究』（清文堂出版）

佐々木勇（二〇〇四）「日本漢音における止摂合口字音の受容に見られる位相差」

（『国語国文』七三ノ七）→佐々木（二〇〇九）
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佐々木勇（二〇〇九）『平安鎌倉時代における日本漢音の研究』（汲古書院）

佐竹昭広（一九四六）「萬葉集短歌字余考」（『文学』一四ノ五）→佐竹（二〇〇九）

佐竹昭広（二〇〇九）『佐竹昭広集 第一巻 萬葉集訓詁』（岩波書店）

佐藤大和（一九八九）「複合語におけるアクセント規則と連濁規則」

（『講座 日本語と日本語教育』第２巻、明治書院）

柴田武（一九五八）「音声―その本質と機能」（『国語教育のための国語講座２音声の理論

と教育』朝倉書店）

柴田武（一九六二）「音韻」（国語学会編『方言学概説』武蔵野書院）→『日本の言語学

第二巻 音韻』（大修館書店、一九八〇）

柴田武（一九八九）「語頭の濁音、その存在と発音」（『奥村三雄教授退官記念国語学論叢』

桜楓社）

柴田武（二〇〇二）「《短信》九州・沖縄方言の２つの音声変化」（『国語学』二〇八）

柴田武（二〇〇三）「《短信》隠れている語頭濁音語」（『国語学』二一二）

寿岳章子（一九八三）『室町時代語の表現』（清文堂出版）

新村出（一八九七）「日本音韻研究史」（『新村出全集』第一巻所収）

新村出（一九〇六）「声音学講話」（『新村出全集』第二巻所収）

鈴木孝夫（一九六二）「音韻交替と意義分化の関係について」（『言語研究』四二）

住谷芳幸（一九九三）「『在唐記』字母釈記載の日本語音節サの音価」

（『小松英雄博士退官記念日本語学論集』三省堂）

高田時雄（一九八八）『敦煌資料による中国語史の研究 九・十世紀の河西方言』

（創文社）

高松政雄（一九七〇）「ウ段拗音」（『国語国文』三九ノ七）

高松政雄（一九七一）「近世における『シウ』『シユ』」（『国語国文』四〇ノ二）

高松政雄（一九七八）「『慣用音』の一考察―『茶』について―」
チヤ

（『論集日本文学・日本語３』角川書店）→高松（一九八二）

高松政雄（一九八二）『日本漢字音の研究』（風間書房）

高松政雄（一九九二）「所謂『新漢音』に就きて若干」（『人文論究』四二ノ二）

→高松（一九九三）

高松政雄（一九九三）『日本漢字音論考』（風間書房）

高松政雄（一九九七）『日本漢字音論究』（風間書房）

高山知明（一九九二）「日本語における連接母音の長母音化―その歴史的意味と発生の音

声的条件―」（『言語研究』一〇一）

高山知明（一九九三）「複合語における促音挿入と接頭辞『ブッ』『ヒッ』等を持つ類と

の干渉回避について」（『香川大学国文研究』一八）

高山知明（一九九四）「複合語における促音の挿入について―もう一つの連濁―」

（『森野宗明教授退官記念論集 言語・文学・国語教育』三省堂）

高山知明（一九九五）「促音による複合と卓立」（『国語学』一八二）

高山知明（二〇一〇）「音韻交替の二類と漢語の連濁」（大島弘子他編『漢語の言語学』

くろしお出版）

高山知明（二〇一四）『日本語音韻史の動的諸相と蜆縮涼鼓集』（笠間書院）
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高山倫明（一九九二ａ）「連濁と連声濁」（『訓点語と訓点資料』八八）

→高山倫明（二〇一二）

高山倫明（一九九二ｂ）「清濁小考」（『日本語論究２ 古典日本語と辞書』和泉書院）

→高山倫明（二〇一二）

高山倫明（二〇〇一）「連濁の音声学的蓋然性」（『筑紫語学論叢 奥村三雄博士追悼記念

論文集』風間書房）→高山倫明（二〇一二）

高山倫明（二〇〇六）「四つ仮名と前鼻音」（『筑紫語学論叢Ⅱ』風間書房）

→高山倫明（二〇一二）

高山倫明（二〇一二）『日本語音韻史の研究』（ひつじ書房）

高山林太郎（二〇一一）「岡山県妹尾方言における両唇ふるえ音」（『第 92 回研究発表会
発表原稿集』日本方言研究会）

田久保周誉（一九四四）『批判悉曇学』（山喜房佛書林）

武内和弘・福田登美子他（二〇〇一）『口蓋裂・構音障害』（協同医書出版社、アドバン

スシリーズ・コミュニケーション障害の臨床６）

千葉軒士（二〇一三）「キリシタン・ローマ字文献の撥音表記について」

（『訓点語と訓点資料』一三一）

張琨（一九九三）『漢語方音』（台湾学生書局、中国語文叢刊15）

築島裕（一九六三）「ツンザクとヒツサグとの語源について」（『国語学』五四）

築島裕（一九六七）『興福寺本大慈恩寺三蔵法師伝古点の国語学的研究 研究篇』

（東京大学出版会）

築島裕（一九六九）『平安時代語新論』（東京大学出版会）

築島裕（一九八五）「正倉院聖語蔵大智度論古点及び央掘魔羅経古点について」

（『正倉院年報』七）

築島裕（一九八六）『平安時代訓点本論考 ヲコト点図・仮名字体表』（汲古書院）

築島裕（一九八七）『平安時代の国語』（東京堂出版、国語学叢書３）

築島裕（一九九一）「架蔵辨正論巻第三保安点」（『古典研究会創立二十五周年記念国書漢

籍論集』汲古書院）

築島裕（一九九六）『平安時代訓点本論考 研究篇』（汲古書院）

築島裕編（二〇〇七～〇九）『訓点語彙集成』（全八巻＋別巻）（汲古書院）

月本雅幸（一九八〇）「東寺蔵不動儀軌万寿二年点」（『訓点語と訓点資料』六五）

豊島正之（一九八四）「『開合』について」（『国語学』一三六）

豊島正之（一九九二）「濁音法則」「清濁」（『三省堂ぶっくれっと』九七・九八）

中里龍雄（一九三二ａ）「梵学験者行智を憶ふ―帝大池畔の碑を見て―」

（『宗教研究』新九ノ一）

中里龍雄（一九三二ｂ）「新資料による行智阿闍梨伝」（『修験』五五）

中田（金児）祝夫（一九四七）「ハ行動詞の音便形の沿革」（『国語と国文学』二四ノ七）

→中田（一九五四）

中田祝夫（一九五一）「中古音韻史上の一問題」（『国語学』六）→中田（一九五四）

中田祝夫（一九五四）『改訂版 古点本の国語学的研究 総論篇』（勉誠社）

中田祝夫（一九八〇）『正倉院本地蔵十輪経巻五・七元慶点』（勉誠社、古点本資料叢刊
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２）

中村幸彦（一九七一）「近世語彙の資料について」（『国語学』八七）

中本謙（二〇一一）「ｐ音再考―琉球方言ハ行子音ｐ音の素性―」
す じよう

（『日本語の研究』七ノ四）

中本正智（一九七六）『琉球方言音韻の研究』（法政大学出版局）

西崎亨（一九九八）『東大寺図書館蔵本「法華文句」古点の国語学的研究 研究篇』

（おうふう）

沼本克明（一九七一）「唐代軽唇音化と日本漢音」（『国文学攷』五五）→沼本（一九八二）

沼本克明（一九七二）「高山寺本古往来の音韻」（高山寺典籍文書綜合調査団編『高山寺

本古往来・表白』東京大学出版会、高山寺資料叢書第二冊）

沼本克明（一九八〇）「臻摂合転舌歯音字の仮名遣について」（『信州大学人文科学論集』

一四）→沼本（一九八二）

沼本克明（一九八二）『平安鎌倉時代に於る日本漢字音に就ての研究』（武蔵野書院）

沼本克明（一九八四）「所謂新漢音資料としての『九方便』『五悔』の音読資料について」

（『鎌倉時代語研究』七）→沼本（一九九七）

沼本克明（一九八六）『日本漢字音の歴史』（東京堂出版、国語学叢書 10）
沼本克明（一九八八）「日本語のモーラ音素『ン』の通時的背景寸考」（『言語習得及び異

文化適応の理論的・実践的研究（広島大学）』１）→沼本（一九九七）

沼本克明（一九九二ａ）「字音直読資料の長音表記の変遷―音節構造との関係―」

（『訓点語と訓点資料』八八）→沼本（一九九七）

沼本克明（一九九二ｂ）「長音表記漢語の史的背景―詩歌（シイカ）等―」

（『小林芳規博士退官記念国語学論集』汲古書院）→沼本（一九九七）

沼本克明（一九九五）「字音仮名遣いについて」（築島裕編『日本漢字音史論輯』

汲古書院）

沼本克明（一九九七）『日本漢字音の歴史的研究―体系と表記をめぐって―』（汲古書院）

吐師道子・小玉明菜・三浦貴生・大門正太郎・高倉祐樹・林良子（二〇一四）「日本語語

尾撥音の調音実態―Ｘ線マイクロビーム日本語発話データベースを用いて―」

（『音声研究』一八ノ二）

橋本進吉（一九二八）「波行子音の変遷について」（『岡倉先生記念論文集』所収）

→橋本（一九五〇）

橋本進吉（一九二九）「近世国語学史」（『橋本進吉博士著作集 第九・十冊』岩波書店、

一九八三）

橋本進吉（一九三二）「国語に於ける鼻母音」（『方言』二ノ一）→橋本（一九五〇）

橋本進吉（一九五〇）『橋本進吉博士著作集第四冊 国語音韻の研究』（岩波書店）

長谷部隆諦（一九二六）「侍字の音に就いて」（『密教研究』二二）

服部四郎（一九三二）「『琉球語』と『国語』との音韻法則」（『方言』二ノ七・八・一〇

・一二）→服部（一九五九）

服部四郎（一九五一）『音韻論と正書法―新日本式つづり方の提唱―』（研究社）→新版

（大修館書店、一九七九）
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服部四郎（一九五五）「音韻論（１）」（『国語学』二二）→服部（一九六〇）

服部四郎（一九五九ａ）『日本語の系統』（岩波書店）

服部四郎（一九五九ｂ）「奄美群島の諸方言について―沖縄・先島諸方言との比較―」

（『人類科学』Ⅸ）→服部（一九五九ａ）

服部四郎（一九六〇）『言語学の方法』（岩波書店）

服部四郎（一九七六）「琉球方言と本土方言」（伊波普猷生誕百年記念会編『沖縄学の黎

明』沖縄文化協会）

服部四郎（一九七八～七九）「日本祖語について 1～ 22」（『月刊言語』七ノ一～八ノ一二）
服部四郎（一九八〇）「音節」（国語学会編『国語学大辞典』東京堂出版）

服部 NSNT →服部（一九七八～七九）

濱田敦（一九四六）「促音沿革考」（『国語国文』一四ノ一〇）→濱田（一九八六）

濱田敦（一九四九）「促音と撥音」（『人文研究』一ノ一・二）→濱田（一九八六）

濱田敦（一九五一）「長音（上・下）」（『人文研究』二ノ五・六）→濱田（一九八六）

濱田敦（一九五二ａ）「撥音と濁音との相関性の問題―古代語における濁子音の音価―」

（『国語国文』二一ノ三）→濱田（一九八四）

濱田敦（一九五二ｂ）「弘治五年朝鮮板『伊路波』諺文対音攷」（『国語国文』二一ノ一〇）

→濱田（一九七〇）

濱田敦（一九五四ａ）「音便―撥音便とウ音便との交錯―」（『国語国文』二三ノ三）

→濱田（一九八六）

濱田敦（一九五四ｂ）「ハ行音の前の促音―ｐ音の発生―」（『国語学』一六）

→濱田（一九八三）

濱田敦（一九五五）「国語音韻体系に於ける長音の位置―特にオ段長音の問題―」

（『国語学』二二）→濱田（一九八三）

濱田敦（一九六〇）「音韻史」（『国語と国文学』三七ノ一〇）→濱田（一九八四）

濱田敦（一九七〇）『朝鮮資料による日本語研究』（岩波書店）

濱田敦（一九七一）「清濁」（『国語国文』四〇ノ一一）→濱田（一九八三）

濱田敦（一九八三）『続朝鮮資料による日本語研究』（臨川書店）

濱田敦（一九八四）『日本語の史的研究』（臨川書店）

濱田敦（一九八六）『国語史の諸問題』（和泉書院）

林恵一（一九八一）「『康煕字典』の〈茶〉について」（『書陵部紀要』三二）

林史典（一九六九）「九条家本法華経音の脱落部について」（『国語学』七九）

林史典（一九八〇）「呉音系字音における舌内入声音のかな表記について」（『国語学』一

二二）

林史典（一九八二）「日本の漢字音」（中田祝夫編『日本の漢字』中央公論社、日本語の

世界４）

林史典（一九八三）「中古漢語の介母と日本呉音」（『文芸言語研究』言語篇８）

林史典（二〇〇一）「九世紀日本語の子音音価―日本語音韻史における文献学的考察の意

味と方法―」（『国語と国文学』七八ノ四）

早田輝洋（一九七七ａ）「生成アクセント論」（『岩波講座 日本語 ５ 音韻』）

早田輝洋（一九七七ｂ）「日本語の音韻とリズム」（『伝統と現代』四五）
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早田輝洋（一九九六）「上代日本語の音韻をめぐって（上・下）」（『月刊言語』平成八年

九月・十月号）

早田輝洋（一九九八）「上代日本語の音節構造とオ列甲乙の別」（『音声研究』二ノ一）

早田輝洋（二〇一六）「生成音韻論による接近法」（高山倫明・前田広幸編『音韻史』

岩波書店、シリーズ日本語史１）

バンス、 ティモシー・Ｊ（二〇一五）「連濁の不規則性とローゼンの法則」

（『国立国語研究所論集』９）

肥爪周二（一九九三ａ）「悉曇学とワ行」（『国語と国文学』七〇ノ二）

肥爪周二（一九九三ｂ）「悉曇要集記奥文の音図をめぐって」（『松村明先生喜寿記念

国語研究』明治書院）

肥爪周二（一九九五）「日本漢字音における喉内鼻音韻尾の鼻音性とその表記―清濁の対

立との相関―」（『明海日本語』一）

肥爪周二（一九九六）「日本漢字音における喉内鼻音韻尾の鼻音性―「$イ」の形をとる

場合―」（『山口明穂教授還暦記念 国語学論集』明治書院）

肥爪周二（一九九七ａ）「行智の悉曇学とその発達段階」（『茨城大学人文学部紀要

人文学科論集』三〇）

肥爪周二（一九九七ｂ）「悉曇学者行智の江戸語音声観察―ガ行音の場合―」

（『明海日本語』三）

肥爪周二（一九九八）「悉曇学より日本語研究へ―連声をめぐって―」

（『日本語学』一七ノ七）

肥爪周二（二〇〇〇）「日本韻学用語攷（一）―清濁―」（『茨城大学人文学部紀要

人文学科論集』三三）

肥爪周二（二〇〇一）「ウ列開拗音の沿革」（『訓点語と訓点資料』一〇七）

肥爪周二（二〇〇二）「ハ行子音をめぐる四種の『有声化』」（『茨城大学人文学部紀要

人文学科論集』三七）

肥爪周二（二〇〇三ａ）「清濁分化と促音・撥音」（『国語学』二一三）

肥爪周二（二〇〇三ｂ）「拗音仮名『茶（荼）』をめぐって」（『茨城大学人文学部紀要

人文学科論集』三九）

肥爪周二（二〇〇四）「結合標示と内部構造標示」（『音声研究』八ノ二）

肥爪周二（二〇〇五ａ）「唐音系字音」（『朝倉日本語講座２文字・書記』朝倉書店）

肥爪周二（二〇〇五ｂ）「音韻史―拗音をめぐって」（『國文學 解釈と教材の研究』

五〇ノ五、日本語の最前線）

肥爪周二（二〇〇六）「濁音標示・喉内鼻音韻尾標示の相関―観智院本類聚名義抄を中心

に―」（『訓点語と訓点資料』一一六）

肥爪周二（二〇〇七）「閉鎖と鼻音」（『日本語学論集』三）

肥爪周二（二〇〇八）「撥音史素描」（『訓点語と訓点資料』一二〇）

肥爪周二（二〇一〇）「古典語の連濁―二つの未解決問題―」（『古典語研究の焦点』

武蔵野書院）

肥爪周二（二〇一一）「日本漢字音における拗音・韻尾の共起制限」

（『訓点語と訓点資料』一二七）
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肥爪周二（二〇一四ａ）「書評 高山倫明著『日本語音韻史の研究』」

（『国語と国文学』九一ノ二）

肥爪周二（二〇一四ｂ）「Φ音便について」（『訓点語と訓点資料』一三二）

肥爪周二（二〇一五ａ）「山県大弐の悉曇学と国語音声観察」（近代語学会編

『近代語研究』一八）

肥爪周二（二〇一五ｂ）「ハ行子音の歴史―多様性の淵源―」（『日本語学』三四ノ一〇）

肥爪周二（二〇一六ａ）「『ひいやり』『ふうわり』から『ひんやり』『ふんわり』へ―撥

音史からの検討―」（近代語学会編『近代語研究』一九）

肥爪周二（二〇一六ｂ）「音韻史 拗音をめぐる２つのストーリー」（大木一夫・

多門靖容編『日本語史叙述の方法』ひつじ書房）

平野尊識（一九七四）「連濁の規則性と起源」（『文学研究』七一）

平山久雄（一九六六）「切韻における蒸職韻と之韻の音価」（『東洋学報 東洋文庫和文

紀要』四九ノ一）

平山久雄（一九六七ａ）「唐代音韻史に於ける軽唇音化の問題」（『北海道大学文学部紀要』

一五ノ二）

平山久雄（一九六七ｂ）「中古漢語の音韻」（牛島徳次・香坂順一・藤堂明保編

『中国文化叢書１ 言語』大修館書店）

深澤はるか（二〇〇九）「最適性理論における共時と通時の融合」（『月刊言語』三八ノ二）

ペラール、 トマ（二〇一六）「日琉祖語の分岐年代」（田窪行則／ジョン・ホイットマン

／平子達也編『琉球諸語と古代日本語 日琉祖語の再建にむけて』くろしお出版）

福島直恭（二〇〇二）『〈あぶない ai〉が〈あぶねえ e®〉にかわる時 日本語の変化の過

程と定着』（笠間書院）

古田東朔（一九七二）『国語学史』（築島裕との共著、東京大学出版会）

ホイットマン、ジョン（二〇一六）「日琉祖語の音韻体系と連体形・已然形の起源」

（田窪行則／ジョン・ホイットマン／平子達也編『琉球諸語と古代日本語 日琉祖語

の再建にむけて』くろしお出版）

前川喜久雄（一九八九）「母音の無声化」（杉藤美代子編『講座 日本語と日本語教育

第２巻 日本語の音声・音韻（上）』明治書院）

松尾拾（一九四九）「慈光寺蔵大般若経の字音点について」（『国語学』三）

松村明（一九五三）「江戸語における語連接上の音韻現象―『浮世風呂』『浮世床』を資

料として―」（『お茶の水女子大学人文科学紀要』四）→松村（一九五七）

松村明（一九五五）「江戸語における連母音の音訛」（『お茶の水女子大学人文科学紀要』

七）→松村（一九五七）
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論文の内容の要旨

「序論」においては、本論文における議論の前提となる、いくつかの事柄を整理した。

「本論」は、「拗音論」「二重母音・長母音論」「撥音・促音論」「清濁論」に分かれる。

第一部「拗音論」においては、日本語における「拗音（開拗音・合拗音）」の分布の偏りを

手がかりに、いくつかの問題について考察を行う。

序章「拗音―その概念と分布の偏り―」において、「拗音」の概念規定をした上で、日本語

（呉音・漢音・唐音・オノマトペ）における拗音の分布の偏りを整理する。

第一章「ア段拗音―拗音仮名『茶（荼）』をめぐって―」においては、日本漢字音（呉音・

漢音）に、シャ・ジャ以外の単独ア段拗音が原則として存在しないことを指摘、中国原音に遡

って問題を整理する。その上で、観智院本『類聚名義抄』の「茶（荼）」を様々な角度から検

討して、拗音仮名「チャ」として扱うのが相応しいことを確認する。

第二章「ウ段開拗音の沿革」においては、ウ段拗音が原則としてシュ・ジュしか存在しなか

ったことを明らかにした上で、そのような分布の偏りが生じた理由を、開拗音の古表記である

ア行表記が、ウ段においてのみ定着したためであるとの見通しを立て、シュ・ジュのみが例外

になった理由、他の音形への波及、若干存在する例外などについて考察する。

第三章「唇音と拗音」においては、唇音のウ段拗音ヒュ・ビュ・ミュが、長く伸ばす形でも

稀であること、同時に、唇音のオ段拗音がヒョー・ビョー・ミョーのように長く伸ばす形でし

か存在しないことをめぐり、呉音と漢音のそれぞれの場合について考察する。

第四章「拗音と韻尾の共起制限」においては、キャン・キャイ・キャツなど、拗音と前寄韻

尾（-m, -p, -n, -t, -i）の組み合わせが、シュン・ジュン・シュツ・ジュツしか実質的に存在し

ないことについて、第二章での議論を踏まえつつ、朝鮮漢字音と比較しながら検討し、これが

見かけ上の共起制限に過ぎないことを論じる。

第五章「合拗音の受容」においては、日本漢字音において、開拗音と合拗音の受け入れ方（分

布・表記・歴史）が根本的に異なることを指摘し、開拗音は「分解圧縮法」、合拗音は音素結

合の《あきま》に嵌め込む形で受け入れたとする解釈を提案する。

付章「サ行子音の音価とサ行開拗音」においては、日本語史上、サ行（ザ行）開拗音が特殊

な振る舞いをしてきたことを、サ行子音の音価（調音位置・調音法ともに幅があった）の問題

と絡めて考察し、サ行（ザ行）開拗音が、他の行の開拗音と、カ行（ガ行）合拗音との双方に

通じる性質を持っていたことを明らかにする。

第二部「二重母音・長母音論」においては、/CVV/音節の歴史を考察する。

第一章「/CVV/音節（二重母音）の歴史」においては、特に二重母音/CVU/が長母音化して

ゆく経過について整理する。この大きな流れに連動して、アヤワ三行の統合、開拗音の日本語

音韻体系への定着、合拗音の整理が起こり、日本語の音節組織は、五十音図的体系から拡大五

十音図的体系へと組み替えられたことを論じる。

第二章「長母音成立の音韻論的解釈」においては、現代語に存在する引き音素/R/の成立につ

いて考察する。第一章で扱った二重母音/CVU/の長母音化の問題を、体系的見地から音韻論的

に解釈し直し、引き音素/R/の成立の時期はオ段長音開合が統合された時点であり、それ以前は

すべて二重母音と解釈すべきことを主張する。

第三章「江戸語の連母音音訛」においては、江戸語における二重母音/CVJ/の長母音化の問
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題を考察する。つまり、江戸語のある位相においては、古代語のすべての二重母音音節が長母

音化するのであり、これらを総合的に整理した。

第三部「撥音・促音論」においては、日本語における/CVC/音節の歴史を考察する。

第一章「二種の撥音便」においては、平安時代の撥音便に、ｍ音便とｎ音便の二種があった

とする中田祝夫説に対する修正案（ｎ音便→音価無指定の量的撥音便）を提出する。それによ

り、現代語の撥音と促音との非対称性についても、合理的に説明が可能になることを論じる。

第二章「ｍ音便とウ音便」においては、複数の撥音音素の統合の歴史に関わる先行研究を検

討し、「ウ」で表記される第三の撥音の位置づけについて、複数の証拠を挙げることによって

その存在を裏付け、本論文の立場からの解釈を提示する。

第三章「リ延長強勢オノマトペ―「ひいやり」「ふうわり」から「ひんやり」「ふんわり」へ

―」においては、現代語オノマトペに見られる「ひんやり」「ぼんやり」「ふんわり」「やんわ

り」のような、接近音の前の撥音挿入が、江戸時代以降に現れる新しい形であり、古くは「ひ

いやり」「ふうわり」等であったことを指摘し、そのような変化が生じた理由の一つとして連

声現象の衰退を挙げる。加えて、「*ゆんらり」「*ふんらり」のようなラ行音の前の撥音挿入に

は類推が及ばなかった理由も検討する。

第四章「撥音と鼻音韻尾」においては、借用語音韻論の立場から、第一章・第二章で提示し

た本論文の撥音史の枠組みを前提に、漢字音の三種の鼻音韻尾（ｍ韻尾・ｎ韻尾・ng 韻尾）

が、日本語に三様に受け入れられていったことを明らかにする。特にｎ韻尾の不安定性が、国

語音の量的撥音便の性質に対応していることを明らかにする。

第五章「ng 韻尾・清濁の表記の相関」においては、濁音が清音の変種と把握されていたの

と同様に、漢字音の ng 韻尾が母音の変種として把握されていたと指摘し、表記などの上でも

平行関係があることを、さまざまな資料から明らかにする。

第六章「ng韻尾の鼻音性―㋓イの形を取る場合―」においては、ng韻尾の鼻音性標示が「～

ウ」に対応する場合に偏り、「㋓イ」に対応するものについては稀であることをめぐり、中国

原音の性質、連声濁現象などを検討し、その原因を考察する。その上で、古代音韻学の柱の一

つである悉曇学において、漢字音の鼻音韻尾と対応させられる空点が、もっぱら「ム・ン・ウ」

とのみ結びつきやすかったことが原因であったとする解釈を提出する。

第七章「Φ音便について」においては、撥音便において、音価の固定したｍ音便と、後続音

に依存する量的撥音便が存在したとする第一章での主張を押し広め、促音にも音価が固定した

ものがあったのではないかと予想を立てた。そして、その候補として、一部の文献資料におい

てハ行四段動詞の音便形が「ム」で表記される事例を取り上げ、それが築島裕の主張したΦ音

便の表記だったとする解釈を提唱する。

第四部「清濁論」においては、日本語の清濁の対立に関わる問題を考察する。

第一章「清濁についての研究史―共通理解とすべき事柄―」においては、先行研究において

論じられてきた日本語の清濁に関わる諸問題（音配列制限・表記・前鼻音・連濁・連声濁・ア

クセントに似た性質・用語）を整理する。

第二章「ガ行鼻濁音の歴史」においては、伝統的な東京方言において鼻音性を維持している

ガ行鼻濁音［-ŋ-］の歴史を取り上げる。従来知られていなかった資料（山県大弐および行智

の悉曇学資料）を紹介する。

第三章「連濁の起源」は、以下の三節からなる。
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第一節「連濁の起源についての諸説」においては、従来の学説を大きく「同化説」「古音残

存説」「連声濁説」に分類・紹介し、それぞれの問題点を指摘する。

第二節「内部境界強調説（再分割説）」においては、第一章で取り上げた日本語の清濁の対

立が持つ諸特質、および、前節で指摘した従来の学説の問題点を、統一的に説明・解決できる

ような、第四番目の連濁の起源説（清濁の対立の起源説）を提案する。連濁現象は、その発生

段階においては、弱化現象（同化説・連声濁説はこれに相当する）ではなく、語構成を明示す

るための強化現象、具体的には、結合標示のための声帯振動の継続と、語構成明示のための子

音延長を両立するための「圧ぬき」の結果として、前鼻音が発達したのが、連濁の起源（同時

に濁音の音声的起源）であったとする仮説である。

第三節「連濁をめぐる補説」においては、第二節において、論旨の見通しが悪くなるのを避

けるために省略した数々の問題を、【補説①】から【補説⑰】として、本論文の立場から解説

した。

第四章「龍麿の仮説」においては、上代語では、後項にあらかじめ濁音が含まれているとき

だけではなく、前項の末尾が濁音であるときにも連濁が阻止されたとする仮説を検証する。上

代語においても濁音の連続自体を禁止する音配列則は存在しない以上、この仮説は疑わしく、

実際に説得力を持つほどの証拠が存在しないことを明らかにした。

第五章「ｍ音便の後の清濁」においては、「撥音便の後の清音は濁音化する」という見解を

検証する。平安・鎌倉時代を中心とする資料を検討した上で、特にｍ音便の後では清音が清音

のまま維持され得た可能性があることを主張した。


